PA-2012 Mainboard Manual

Installation Procedures


第１章

設定の手順

PA-2012は各ユーザーのシステムに適応した設定ができるように、いくつかの変更可能なジャンパーがボード上に設置されています。この章ではそれぞれのジャンパーの設定について説明します。
以下のステップに従い、コンピューターの組み立て及び設定を進めてください。
· Step 1 – システムジャンパーの設定
· Step 2 ‑ RAM モジュールの設置
· Step 3 – CPUの装着 

· Step 4 – 拡張カードの装着
· Step 5 – 各ケーブル類と電源の接続
· Step 6 – BIOSの設定 (第2章を参照してください。)

注意: このマザーボードをケースに設置する際に、電気ドリルを使用する場合は静電気防止リストを装着してください。チップのピンに損傷を与えないために、推奨するトルクは 5.0 ～ 8.0 kg/cmです。
パスワードの解除: CPS
このジャンパーで､パスワードを解除(Enable)または有効(Disable)にすることができます｡パスワードを忘れてしまったときは､このジャンパーを「Enable」に設定して､パスワードを解除することができます｡
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FLASH EPROM タイプの選択: EP1, EP2
この2つのジャンパーで､Flash EPROM チップのタイプが選択できます｡




CPU 外部(バス)クロック周波数の設定: CLK1, CLK2, CLK3


使用するCPUの速度にあわせて、下記の表を参考にジャンパーを設定してください。


倍速モードの設定: FREQ1, FREQ2, FREQ3
これら3つのジャンパーは、CPUの内部周波数と外部クロックとの比率の組み合わせで設定します。
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